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水
木
十
五
堂
翁
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
「
大
和
の
水
木
か
、
水
木
の
大
和
か
」
と
ま
で
称
さ

れ
た
碩
学
で
あ
る
。

　
翁
は
元
治
２
年（
１
８
６
５
）、
伊
予
国
南
伊
予
郡

伊
予
村
の
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
時
よ
り
秀
才
の
誉
れ

高
く
、
６
歳
に
し
て
藩
主
大
洲
侯
の
御
前
で
「
萬
歳
」

を
揮
毫
し
た
と
い
う
。長
じ
て
松
山
中
学
に
入
学
。松

山
中
学
で
は
正
岡
子
規
と
一
緒
で
あ
っ
た
と
い
う
。

後
年
子
規
が
大
和
来
訪
の
際
、
双
方
面
会
も
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
あ
ま
り
仲
は
良
く
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
後
東
京
高
等
師
範
学
校
に
進
学
し
た
が
、
騒

動
に
巻
き
込
ま
れ
、
退
学
し
た
ら
し
い
が
、
奈
良
県

第
一
中
学
の
旧
制
郡
山
中
学
教
諭
と
し
て
、
奈
良
に

赴
任
し
た
。こ
の
時
の
校
長
が
後
に
、東
京
美
術
学
校

校
長
に
就
任
す
る
正
木
直
彦
で
あ
っ
た
。

　
令
孫
筈
夫
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
生
ま
れ
た
日
も

十
五
日
で
、十
五
と
い
う
数
字
が
好
き
で
、風
呂
屋
の

下
足
箱
も
十
五
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
42
年
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
奈
良
女

子
大
学
）教
授
に
就
任
、続
い
て
大
正
２
年
奈
良
県
史

蹟
勝
地
調
査
委
員
、
同
４
年
奈
良
帝
室
博
物
館
学
芸

委
員
、
同
12
年
勅
任
官
待
遇
と
な
り
、
翌
年
勲
四
等

瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
昭
和
２
年
に
退
官
し
た
。

　
学
問
的
業
績
も
高
く
、
郡
史
の
編
纂
に
も
多
く

携
わ
り
著
作
も
多
い
が
、
何
と
い
っ
て
も
大
き
な

功
績
は
、史
料
の
蒐
集
と
研
究
で
あ
っ
た
。私
は
常
に

翁
の
功
は
、集
め
て
、深
め
て
、
拡
め
ら
れ
た
事
だ
と

説
明
し
て
い
る
。

　
赤
膚
焼
の
名
工
奥
田
木
白
や
、
奈
良
人
形
の
森
川

杜
園
、
そ
し
て
郡
山
藩
士
で
書
画
に
秀
で
た
柳
里
恭

の
研
究
と
顕
彰
は
翁
が
逸
早
く
手
を
つ
け
ら
れ
、

基
本
中
の
基
本
た
る
研
究
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

そ
の
膨
大
な
蒐
集
品
は
、
筈
夫
翁
が
地
元
柳
沢
文
庫

を
始
め
奈
良
県
内
の
博
物
館
・
美
術
館
・
図
書
館
へ
の

収
納
に
奔
走
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
国
の
歴
史
民
俗

博
物
館
が
購
入
し
、
十
五
堂
が
会
う
人
毎
に
揮
毫
を

乞
わ
れ
た
、世
に
言
う
、水
木
の
大
福
帳
は
、県
内
の

天
理
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
取
り
わ
け
大
和
に
遺
し
た
い
物
や
、
ゆ
か
り
の
品

は
手
元
に
置
か
れ
た
が
、
私
に
も
お
声
が
か
か
り
、

割
譲
し
て
頂
い
た
品
も
多
い
。

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
人
の
志
で
あ
り
、
美
意
識

で
あ
り
人
格
で
あ
る
。
只
々
死
蔵
す
べ
き
で
な
く
、

物
そ
の
も
の
が
、史
料
そ
の
も
の
が
、い
つ
迄
も
光
彩

を
放
つ
研
究
で
あ
り
、活
用
で
あ
り
、保
管
を
続
け
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

おかもと ・あきお│1954 （昭和

29）年奈良県生まれ。國學院大

學文学部神道科卒業後、春日大

社に奉職、春日大社権宮司

（2015年退職）。奈良県立大学

客員教授、宇賀志屋文庫庫長。

著書に『大和古物散策』『大和

古物漫遊』『大和古物拾遺』（ぺ

りかん社）、 『神様にほめられ

る生き方』 （幻冬舎）、 『神様

が持たせてくれた弁当箱』 （幻

冬舎）、 『大和のたからもの』

（淡交社）など多数。
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